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K A T A S H I N A

夢中になった子ども達、見守る大人達
親と子の炭やき体験教室が下小川地内で行われました。炭窯

から炭を取り出し、次に炭になる木を入れた後の丸太切り体験。
楽しくて、切っても切ってもやめられないようでした。（12/４）
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教
育
長
を
退
任
す
る
に
当
り
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
八
年
十
一
月
、
教
育
長
に
就

任
以
来
、
議
員
の
皆
さ
ん
や
校
長
先

生
を
始
め
現
場
の
先
生
方
、
保
護
者

の
方
達
や
多
く
の
村
民
の
方
々
、
役

場
職
員
の
皆
さ
ん
、
こ
う
し
た
多
く

の
人
達
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
支
え

ら
れ
て
二
期
八
年
の
任
期
を
無
事
に

努
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
間
に
多
く
の
皆
さ
ん
よ
り
賜

り
ま
し
た
ご
厚
情
に
改
め
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

在
任
中
を
顧
り
見
ま
す
と
、
東
小

川
、
越
本
の
両
分
校
の
統
合
や
、
学

校
週
五
日
制
の
実
施
、
新
学
習
指
導

要
領
へ
の
移
行
等
の
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
の
強
力
な
ご

支
援
と
、
地
域
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
そ
し
て
教
育
現
場
の
工

夫
と
努
力
を
賜
り
な
が
ら
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
課
題
解
決
の
為
に
微
力
を

尽
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
至
ら
ぬ
事

の
多
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
助
言
を
賜
り
ま

し
た
事
に
重
ね
て
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

財
政
事
情
の
極
め
て
厳
し
い
今

日
、
教
育
行
政
も
難
し
い
対
応
を
求

め
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す
が
行
政
、

教
育
現
場
が
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ

て
、
子
ど
も
達
の
真
の
人
間
形
成
に

役
立
つ
教
育
を
目
標
に
努
力
さ
れ
ま

す
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
片
品
村
の

発
展
と
教
育
の
振
興
、
村
民
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
退

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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退
任
の
ご
挨
拶

前教育長

井上　弘巳さん
（幡谷）

早
い
も
の
で
、
今
年
も
十
二
月
最

後
の
月
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
本
格
的
な
冬
の
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
順
調
な
降
雪
の
も
と
、
各
ス

キ
ー
場
の
営
業
が
始
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
昨
年
十
一

月
十
二
日
就
任
以
来
一
年
が
経
過
致

し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
戸
倉
ダ
ム
の
問
題
、
市

町
村
合
併
の
問
題
な
ど
様
々
な
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
皆
様
方

の
ご
尽
力
と
ご
理
解
に
よ
り
、
一
つ

ひ
と
つ
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
戸
倉
ダ
ム
基
金

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か

ら
五
年
間
で
、
国
の
新
規
事
業
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
」
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
期

間
内
で
の
事
業
で
も
あ
り
、
県
か
ら

も
十
二
月
一
日
付
で
二
名
（
加
藤
さ

ん
、
星
野
さ
ん
）
の
職
員
派
遣
を
頂

き
ま
し
た
の
で
、
県
関
係
皆
様
に
は

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
村
民
の
皆
様
に
は
迎

え
る
新
し
い
年
が
ほ
ん
と
に
よ
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
す
る
次
第
で

す
。

村
民
の
意
見
を
広
く
取
り
入
れ
、

地
域
に
根
付
い
た
村
民
の
た
め
の
村

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
村
長
室

に
村
長
宛
直
通
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。

普
段
生
活
し
て
い
て
気
づ
い
た
こ

と
、
村
づ
く
り
や
役
場
に
対
し
て
の

提
案
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
質
問
、
疑
問
に
関
し
ま

し
て
は
、
こ
ち
ら
の
参
考
等
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
の
フ
ァ
ッ
ク

ス
を
い
た
だ
い
て
も
必
ず
返
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
る
際
に

は
、
送
り
主
の
氏
名
、
住
所
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
及
び
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

教
育
委
員
に
松
田
清
江
氏
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
十
一
月

十
一
日
か
ら
四
年
間
、
教
育
委
員
と

し
て
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
萩
原
岳
雄

氏
が
任
期
満
了
と
な
り
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
後
任
と
し
て
鎌
田
の
松
田
清

江
氏
が
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

し
て
下
さ
い
。
非
通
知
で
の
送
信
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下

さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

０
２
７
８
（
５
８
）
３
３
５
４

村
長
室
専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
開
設

教
育
委
員
に
松
田
清
江
さ
ん
が
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款　　　　　　　　別
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

8 5 , 8 6 4
4 9 4 , 1 3 5
5 3 1 , 1 7 0
4 2 5 , 8 4 9

8 0
4 6 1 , 3 1 6
1 4 2 , 7 8 9
4 1 7 , 4 1 0
1 3 9 , 5 3 6
5 4 6 , 4 2 1

1 0 6
5 4 1 , 0 9 7
1 1 0 , 1 0 0
2 , 0 0 0

3 , 8 9 7 , 8 7 3

4 0 , 7 6 3
1 9 6 , 0 3 6
2 1 1 , 5 4 9
1 8 6 , 6 4 5

7 3
1 0 4 , 1 2 4
6 7 , 4 2 7
6 1 , 9 9 1
8 5 , 8 9 1
2 3 3 , 0 1 4

9
2 5 9 , 3 2 5
1 1 0 , 1 0 0

0
1 , 5 5 6 , 9 4 7

4 7 . 5
3 9 . 7
3 9 . 8
4 3 . 8
9 1 . 3
2 2 . 6
4 7 . 2
1 4 . 9
6 1 . 6
4 2 . 6
8 . 5
4 7 . 9
1 0 0 . 0
0 . 0
3 9 . 9

予　　算　　額 現年度支出額 執　　行　　率

平成16年９月末現在の片品村の財政事情は、次表のとおりとなっております。
今後、皆様の行財政に関するご協力をお願いいたします。
なお、本掲載は「片品村財政事情書の作成及び公表に関する条例」に基づく掲載のため、速報数値であり、
監査等承認手続未了の数値であります。

歳入歳出予算の執行状況（16年４月～16年９月）

平成16年度の財政事情

一般会計
１　歳　入

２　歳　出

（単位:千円）

（単位:千円）

款　　　　　　　　別
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

5 4 8 , 0 4 8
8 3 , 0 0 0
5 , 0 0 0
3 0 0
1 5 0

5 0 , 0 0 0
4 0 , 0 0 0
5 , 0 0 0
9 , 0 0 0

1 , 6 6 8 , 7 9 6
1 , 6 0 0
8 0 , 6 0 6
2 5 , 8 9 8
1 2 9 , 6 1 8
2 8 6 , 2 0 0
1 2 , 2 9 6

1
3 2 5 , 8 5 3
1 2 3 , 6 9 0
1 5 3 , 8 1 7
3 4 9 , 0 0 0

3 , 8 9 7 , 8 7 3

3 2 8 , 6 2 8
2 9 , 9 8 1

9 1 8
2 6 6
1

3 5 , 4 6 3
1 5 , 4 1 0
1 , 8 2 0
7 , 9 2 4

1 , 2 1 5 , 1 7 0
9 4 8

3 6 , 5 1 5
1 0 , 2 6 0
2 4 , 1 2 1
1 0 , 5 7 8
6 , 1 7 7

0
6 0 , 0 0 0
1 2 3 , 6 9 0
4 , 8 6 4

0
1 , 9 1 2 , 7 3 4

6 0 . 0
3 6 . 1
1 8 . 4
8 8 . 7
0 . 7
7 0 . 9
3 8 . 5
3 6 . 4
8 8 . 0
7 2 . 8
5 9 . 3
4 5 . 3
3 9 . 6
1 8 . 6
3 . 7
5 0 . 2
0 . 0
1 8 . 4
1 0 0 . 0
3 . 2
0 . 0
4 9 . 1

予　　算　　額 現 年 度 収 入 額 執　　行　　率
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
合 計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費
合 計

（平成16年９月末現在）
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会　　　計　　　名

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
介 護 保 険

6 8 7 , 1 6 1
6 1 6 , 2 6 5
1 2 7 , 2 8 9
4 1 , 6 8 0
1 8 4 , 0 0 0
2 7 9 , 8 9 0

歳　　入 歳　　出 歳　　入 歳　　出
6 8 7 , 1 6 1
6 1 6 , 2 6 5
1 2 7 , 2 8 9
4 1 , 6 8 0
1 8 4 , 0 0 0
2 7 9 , 8 9 0

3 1 4 , 4 4 2
2 8 4 , 2 8 1
3 4 , 7 7 2
4 , 5 3 4
4 , 0 5 6

1 1 7 , 3 2 3

2 5 8 , 9 4 4
2 7 3 , 5 7 7
3 5 , 6 0 6
1 1 , 7 0 1
4 6 , 3 4 0
1 1 3 , 1 4 3

3 7 . 7
4 4 . 4
2 8 . 0
2 8 . 1
2 5 . 2
4 0 . 4

予　　算　　額 現 年 度 収 支 額
執　行　率

区　　　　　分

7 , 9 9 9
1 , 1 4 2
2 8 , 2 7 1
8 8 , 6 0 0
1 , 9 7 8
5 0 , 1 7 0
7 4 , 1 0 5

3 , 9 9 5 , 9 0 7
4 4 5 , 0 2 7
5 7 3 , 9 8 5

5 , 2 6 7 , 1 8 4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

7 , 9 9 9
1 , 1 4 2
2 8 , 2 7 1
8 8 , 6 0 0
1 , 9 7 8
5 0 , 1 7 0
7 4 , 1 0 5

3 , 9 9 5 , 9 0 7
4 4 5 , 0 2 7
5 7 3 , 9 8 5

5 , 2 6 7 , 1 8 4

1,998
499

21,719
20,667
1,652

0
8,847

0
0
0

55,382

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1,998
499

21,719
20,667
1,652

0
8,847

0
0
0

55,382

前　期　末
現　在　高

今　期
増減高

今　期　末
現　在　高

前期末
現在高

今　期
増減高

今期末
現在高

土　　　地（地積）

本 庁 舎

山 林
原 野
そ の 他
合 計

その他
の行政
機　関

公共用
財　産

建　　物（延面積）

会　計　名

観光施設事業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

5 2 6 , 2 7 0
5 4 6 , 4 7 2
1 2 6 , 0 0 0
2 0 9 , 9 0 7

1 2 8 , 0 7 6
1 6 2 , 2 6 2
5 5 , 0 0 0
8 7 , 3 2 5

2 4 . 3
2 9 . 7
4 3 . 7
4 1 . 6

項　　　目 予　算　額 現 年 度 収 支 額 執　行　率

村有財産の保有状況

特別会計

区　　　　　　　　　　　分
2 3
1 0
3
9
3 0
1
8
3
8 7

0
0
0
0
0
0
0
0
0

2 3
1 0
3
9
3 0
1
8
3
8 7

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

１ 土地及び建物

（単位:千円）

（単位:㎡）

（単位:台）

（平成16年９月末現在）

２ 物　品

警察（消防）施設
そ の 他 施 設
学 校
公 営 住 宅
公 園
そ の 他 の 施 設

乗 用 車
小 型 貨 物 、 バ ン
バ ス 、 マ イ ク ロ
軽 四 輪 乗 用 貨 物
消 防 車
小 型 ダ ン プ
ブ ル ト ー ザ ー
身 障 者 用 特 殊 車 両
合 計
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区　　　　　　　　　　分
1 , 8 9 0
5 , 0 0 0
2 , 0 0 0
1 0 0
1
4 3
3 0
1 6 7
7 1 8
3 0 5

1 9 , 7 0 0
5 , 0 0 0

2 1
7 6

7 4 , 2 2 5
2 0 3
3 8
2 6 1
7 8 1

1 5 , 0 0 0
1 5 0

8 , 5 0 0
1 3 4 , 2 0 9

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1 , 8 9 0
5 , 0 0 0
2 , 0 0 0
1 0 0
1
4 3
3 0
1 6 7
7 1 8
3 0 5

1 9 , 7 0 0
5 , 0 0 0

2 1
7 6

7 4 , 2 2 5
2 0 3
3 8
2 6 1
7 8 1

1 5 , 0 0 0
1 5 0

8 , 5 0 0
1 3 4 , 2 0 9

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

地方債及び一時借入金の状況

３　出資による権利

４　基　金

区　　　　　　　分
地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

2 , 9 7 6 , 3 9 5
0

2 , 9 7 6 , 3 9 5

前 期 末 現 在 高
△ 6 7 , 0 7 5

0
△ 6 7 , 0 7 5

今 期 増 減 高
2 , 9 0 9 , 3 2 0

0
2 , 9 0 9 , 3 2 0

今 期 末 現 在 高

区　　分
現　　金 392,925 千円 132,353 千円 525,278 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高 区　　分

現　　金

土　　地

計

380,613 千円

82,237 千円

462,850 千円

100 千円

0 千円

100 千円

380,713 千円

82,237 千円

462,950 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 2,917 千円 △1,835 千円 1,082 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 41,360 千円 △30,000 千円 11,360 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 30,782 千円 △30,000 千円 782 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 137,000 千円 0 千円 137,000 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（１）財政調整基金 （２）土地開発基金

（３）奨学基金

（４）地域づくり特別事業基金

（５）減債基金

（６）福祉基金

（単位:千円）

（単位:千円）
（平成16年９月末現在）

区　　分
現　　金 10,178 千円 0 千円 10,178 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（７）ふるさと農村活性化基金

農 業 信 用 基 金 協 会
信 用 保 証 協 会 出 え ん 金
片 品 村 森 林 組 合
群 馬 県 造 林 公 社
群 馬 県 椎 茸 農 協
群 馬 県 木 炭 協 会
群馬県青果物生産出荷安定基金
群 馬 県 労 働 者 信 用 基 金 協 会
群 馬 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金
群 馬 県 ス ポ － ツ 振 興 事 業 団
武 尊 山 観 光 開 発 株 式 会 社
尾 瀬 高 原 リ ゾ － ト 株 式 会 社
群 馬 県 健 康 づ く り 財 団
ぐ ん ま 腎 臓 バ ン ク
ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金
群 馬 県 長 寿 社 会 づ く り 財 団
� 群 馬 県 工 業 技 術 振 興 基 金
� 群 馬 県 養 蚕 振 興 基 金
群 馬 県 消 防 協 会
� 尾 瀬 保 護 財 団
� 群 馬 県 畜 産 協 会
片 品 村 振 興 公 社 株 式 会 社
合 計

（平成16年９月末現在）
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十
一
月
二
日
・
三
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
役
場
二
階
及
び
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
文
化
協
会
の
一
大
行

事
で
あ
る
第
三
十
八
回
片
品
村
総
合

文
化
功
労
賞
　
　
一
名

（
文
化
協
会
活
動
に

二
十
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
者
）

桑
原
ゑ
み
子
（
書
道
）

永
年
表
彰
　
　
　
八
名

（
文
化
協
会
活
動
に

十
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
者
）

戸
丸
　
好
夫
（
文
芸
）

宮
田
　
　
勝
（
文
化
財
）

吉
川
　
　
明
（
文
化
財
）

星
野
か
め
子
（
書
道
）

大
矢
　
清
江
（
書
道
）

萩
原
ユ
キ
エ
（
華
道
）

萩
原
　
丈
子
（
華
道
）

萩
原
ま
す
江
（
華
道
）

優
秀
賞
　
　
　
　
五
名

（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
者
）

桑
原
　
　
葵
（
片
小
五
）

萩
原
　
未
央
（
片
中
一
）

星
野
　
麻
衣
（
片
中
二
）

笠
原
　
信
充
（
書
道
）

金
野
　
貴
子

産
業
文
化
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

文
化
部
門
に
は
、
一
般
の
部
（
九

部
門
）
九
二
八
点
、
小
中
学
校
・
保

育
所
・
尾
瀬
高
校
よ
り
五
七
六
点
、

合
計
一
、
五
〇
四
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
リ
ハ

ビ
リ
事
業
参
加
者
、
片
品
村
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
、
桜
花
苑
入
所
者
等

が
共
同
で
作
り
上
げ
た
作
品
や
村
内

小
中
学
生
保
育
園
児
の
作
品
な
ど
た

く
さ
ん
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
、
三
日

に
中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
芸
能
発
表
会
、
二
十
一

日
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
か
た
し
な

音
楽
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
文
化
展

が
発
展
し
、
よ
り
多
く
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
致

し
ま
す
。

第
三
十
八
回
　
総
合
産
業
文
化
展

片
品
村
文
化
協
会
表
彰

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

作品を見つめる審査委員

レベルの高い作品が多かった

入 賞 者 名 簿

書道一般の部

書道学生の部

美 術 の 部

写 真 の 部

文 芸 の 部

菊 花 の 部

民 芸 の 部

萩原　すぎ

星野　優美

横坂　竜也

宮田　　森

中村　導子

林　　誠一

星野　司一

木内いよ子

藤井　加奈

梅沢　利一

松浦　和男

福田二三四

小山内佳子

星野　錦作

星野つね子

三浦　　歩

木村　佳江

今泉　富司

千明ヒロ子

小野正三郎

中坪　次郎

戸田　敏子

萩原　　梢

金子すみ江

永井　昌美

横坂　末吉

星野　優輝

星野　　博

坂西　恒喜

梅沢　美咲

宮田　裕子

萩原　由治

星野　歌子

笠原　サキ

桑原藤太郎

村 長 賞 議 長 賞 教育長賞 文化協会長賞 金　　賞

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

図書室だよ
り�

読んでみませんか

貞元20年（西暦804年）唐の都、長安では、妖異な事件が続
いていた。同年遣唐使として橘逸勢らとともに入唐した、若き
留学僧・空海。一連の怪異は玄宗皇帝と楊貴妃の悲恋に端して
いる！？
陰陽師をも凌ぐ圧倒的なスケールで話が展開してゆく。

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

１
９

２
１

『沙門空海唐の国にて鬼と宴す』１巻～４巻　夢枕　獏著

た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。

十
一
月
六
日
役
場
二
階
に
お
い
て

不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
村
民
の
皆
様
に
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
多
数
の
品
物
を
九
つ
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
け
て
即
売
を
し
ま
し

た
。
当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い

不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
開
催



十
一
月
六
日
（
土
）
役
場
に
お
い

て
「
地
元
の
食
材
で
健
康
づ
く
り
・

環
境
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
消
費
生

活
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
も
ち
、
農
産
物
、
舞

茸
お
こ
わ
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
年
賀

ハ
ガ
キ
等
の
販
売
・
農
産
加
工
コ
ン

ク
ー
ル
・
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
試

食
・
減
塩
み
そ
汁
の
試
飲
・
体
力
測

定
・
健
康
相
談
等
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
盛

況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
各

団
体
の
皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま

し
た
役
員
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
（
火
）
利
根
商

業
高
校
武
道
場
で
行
わ
れ
た
柔
道
の

部
に
、
片
品
か
ら
十
九
名
の
選
手
が

出
場
し
ま
し
た
。

立
ち
見
の
応
援
者
で
ご
っ
た
返
す

な
か
、
選
手
達
は
そ
れ
ぞ
れ
健
闘

し
、
一
年
生
の
部
で
片
品
南
小
の
星

野
代
朔
君
が
、
見
事
第
三
位
に
な
り

ま
し
た
。

去
る
十
一
月
十
四
日
（
日
）
片
品

村
剣
道
大
会
が
、
片
品
中
学
校
格
技

場
に
お
い
て
、
小
学
生
か
ら
一
般
選

手
ま
で
二
十
六
名
の
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
五
回
目
と
な
る
こ
の
大
会

は
年
々
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

参
加
選
手
も
増
え
盛
会
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
学
生
に
つ
き
ま
し
て

は
毎
週
月
・
水
曜
日
に
片
小
体
育
館

で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
見
学
も
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

小
学
生
の
部

優
　
勝

木
　
内
　
望
早
来

準
優
勝

中
　
村
　
空
　
良

第
三
位

入
　
澤
　
達
　
郎

中
学
生
男
子
の
部

十
一
月
十
四
日
（
日
）
片
品
中
学

校
体
育
館
を
会
場
に
平
成
十
六
年
度

村
民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
、
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で

七
十
六
名
の
選
手
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

役
員
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
大

変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

優
　
勝

萩
　
原
　
元
　
春

準
優
勝

中
　
村
　
大
　
地

第
三
位

金
　
子
　
雅
　
和

中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

原
　
澤
　
　
　
唯

準
優
勝

田
　
中
　
允
有
子

第
三
位

横
　
坂
　
美
　
波

一
般
の
部

優
　
勝

金
　
子
　
重
　
信

準
優
勝

関
　
谷
　
良
　
子

第
三
位

小
　
林
　
寛
　
幸

選
手
・
役
員
の
み
な
さ
ん
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

農産加工コンクール審査風景チーズケーキの販売
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第
二
十
五
回
　
消
費
生
活
展
開
催

第
五
回

片
品
村
剣
道
大
会

村
民
卓
球
大
会

一
、
二
二
六
、
二
二
二
円

片
品
村
婦
人
会
よ
り
不
用
品
福
祉

バ
ザ
ー
収
益
金
の
う
ち
老
人
ホ
ー
ム

訪
問
、
寝
た
き
り
老
人
介
護
者
激
励

訪
問
等
の
事
業
諸
経
費
を
引
い
た
額

を
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

寄
　
　
付

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

第
四
十
六
回

利
根
沼
田
青
少
年

柔
剣
道
大
会

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

梅
澤
　
　
武
（
北
小
）

準
優
勝

速
水
　
隼
人
（
武
小
）

第
三
位

千
明
　
悠
太
（
武
小
）

星
野
　
育
也
（
武
小
）

小
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

萩
原
　
優
衣
（
北
小
）

準
優
勝

高
山
　
佑
実
（
北
小
）

第
三
位

梅
澤
　
　
萌
（
北
小
）

三
浦
　
　
歩
（
武
小
）

中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

萩
原
　
　
毅

準
優
勝

星
　
　
雄
馬

第
三
位

萩
原
　
　
渉

三
浦
　
右
京

中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

萩
原
　
彩
奈

準
優
勝

井
上
　
明
香

第
三
位

星
野
　
夏
美

吉
野
　
愛
美

一
般
男
子
の
部

優
　
勝

一
郷
　
剛
志

一
般
女
子
の
部

優
　
勝

吉
野
み
ゆ
き



学
校
で
は
、
確
か
な
学
力
の
向
上
、

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
、
健
康
増
進

や
体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の
学
習
の
充

実
や
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
に
学
校
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
か

な
指
導
が
行
え
ま
す
。

現
在
、
片
品
村
で
は
、
多
く
の
方

々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
校
の
教
育

活
動
に
関
わ
り
、
地
域
の
先
生
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
学
校
教
育
が
よ

り
一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
片
品
小
学
校
に
学
校
支
援
セ

ン
タ
ー
「
か
が
や
き
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
学

校
支
援
の
拠
点
で
、
学
校
と
地
域
の

指
導
者
・
協
力
者
（
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
の
調
整
な

ど
を
行
う
場
所
で
す
。

「
か
が
や
き
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

利
根
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
午

前
中
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う
」、
午
後

「
ビ
ー
ズ
作
品
づ
く
り
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う
」
で
は
、
ク

ッ
キ
ー
づ
く
り
と
ア
メ
リ
カ
で
行
わ

れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
英
語
と
日
本
語
を

交
え
た
説
明
の
も
と
で
、
子
ど
も
達

は
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
ビ
ー
ズ
作
品
づ
く
り
」
で
は
、

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
細
か
い
作
業
で
し
た
が
、

参
加
者
全
員
が
、
作
品
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
に
は
、
子
ど
も
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
も
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
で
き
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
と
車
椅
子
体
験
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
タ

イ
と
タ
コ
」、「
二
人
で
キ
ャ
ッ
チ
」、

「
番
号
送
り
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
実

際
に
行
い
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

福
祉
体
験
で
は
、
車
椅
子
体
験
・
ブ

ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
・
高
齢
者
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
は
、
実
際
に
や

っ
て
み
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
基
礎
が
学
習
で
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

（
片
品
小
学
校
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
な
ろ
う
「
福
祉
体
験
」

11
月
８
日
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昨年まで利根郡民体育大会として開催さ
れてきましたが、本年は郡体育協会の各部
が、それぞれ県民体育大会の利根郡予選会
として各競技ごとに９月23日から10月10
日まで郡市の各会場で開催されました。
さらに、11月７日、14日には郡予選会

で選出された選手が出場し第42回県民体
育大会が伊勢崎市をはじめ県内各地で開催
されました。
役員選手の皆さん大変ご苦労さまでした。
それぞれの主な結果は次のとおりです。

県民体育大会利根郡予選会
優　勝
陸上男子
中学生100m 狩野　恭平
29歳以下砲丸投　 角田　　修
40歳代100m 入澤正次郎
50歳以上1500m 井上　　覚
50歳以上砲丸投　 星野　和雄

陸上女子
中学生100m 小須田菜摘
29歳以下走高跳　 萩原　光穂
29歳以下砲丸投　 石田　美穂

準優勝
ソフトボール男子
陸上男子
中学生1500m 飯塚　　剛
30歳代100m 星野　一忠
30歳代走幅跳　　 今井　淳二
30.40歳代砲丸投 井上　正紀

第三位
バレーボル女子
サッカー
テニス

県民体育大会
優　勝
陸上男子
30歳代100m 星野　一忠

準優勝
サッカー 小林　君雄

第三位
陸上男子
中学生100m 狩野　恭平
40歳代100m 入澤正次郎
陸上女子
30歳代100m 入澤　純子
400mリレー　 小須田菜摘
バスケットボール女子

入澤　　愛

県民体育大会
県民体育大会郡予選会

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

第
６
回
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊

ぼ
う
・
ビ
ー
ズ
作
品
づ

く
り
」

10
月
30
日

スイカ割りに似たクモたたき

体育館を使っての車椅子体験
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十
月
二
十
三
日
発
生
の
新
潟
県
中

越
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
の
義
援

金
が
、
各
家
庭
に
つ
い
て
は
組
長
さ

ん
を
通
じ
、
そ
の
他
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民

課
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
持

参
し
て
い
た
だ
き
、
予
想
以
上
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
の
暖
か
い
お
心
づ
く
し
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
協
力

に
対
す
る
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
今
後
も
十
二
月
二
十
四
日

(

金)

ま
で
住
民
課
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
窓
口
で
義
援
金
を
受
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〇
取
り
ま
と
め
た
義
援
金
は
郵
便
振

替
に
よ
り
新
潟
県
共
同
募
金
会
を
経

由
し
、
新
潟
県
災
害
対
策
本
部
へ
送

金
さ
れ
、
新
潟
県
共
同
募
金
会
、
新

潟
県
、
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
等
関
係
各
機
関

で
構
成
さ
れ
る
義
援
金
配
分
委
員
会

で
決
定
し
、
被
災
者
に
配
分
さ
れ
ま

す
。

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金(

中
間
報
告)

総
額
一
、
八
三
五
、
三
八
二
円

皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

赤赤
いい
羽羽
根根
共共
同同
募募
金金

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
実
施
し
た
結
果
、
組
長
さ
ん
を
は
じ
め
村
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
割
当
額
（
三
六
八
、
二
〇
〇
円
）
を
超
え
る
実
績
額

七
八
二
、
五
〇
〇
円
（
実
績
率
二
一
二
％
）
と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
下
表
の
と
お
り
報
告
し
、
ご
協
力
に
対
す
る
お
礼
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

地　区
須 賀 川
御 座 入
菅 　 沼
築 　 地
下 　 平
摺 　 渕
幡 　 谷
鍛 治 屋
栃 久 保
登 　 戸
山 　 崎

地　区 氏　名 金　額
須賀川
幡　谷
〃

花　咲
〃

東小川
〃
〃

越　本
土　出
〃
〃
〃

田邊　英孝
三浦　　実
千明　義雄
仲川恵美子
福島　正義
星　　長命
千明　　勝
星　かおり
入澤　丈雄
吉野　平一
萩原　　正
吉野良次郎
吉野　賢治

9,095
2,000
1,000
10,000
5,000
8,900
5,000
730

2,000
8,900
4,707
10,000
37,954

地　区 氏　名 金　額
戸　倉
〃

鎌　田
〃
〃

片品村の合併を実現する会
星野賢二後援会/片品村を考える会
片 品 芸 能 鑑 賞 会
村 議 会 議 員
片品村りんご研究会
エンジョイネットワーク片品
第３回片品大白祭
村関係職員(臨時・パート含む）

計

萩原　一志
冨士見小屋
吉野　　勲
青木　一美
後藤満里子

8,900
20,000
8,900
1,000
1,000
12,763
87,886
10,393
160,000
21,795
460

240,000
243,899
922,282

51,000
30,000
31,000
32,600
47,000
35,000
16,000
23,000
16,000
55,000
25,500

栗 　 生
針 　 山
下 小 川
中 　 井
穴 　 沢
上 小 川
太 　 田
細 工 屋
阿 　 村
上 　 而
中 　 里

12,000
9,000
20,500
25,000
24,000
48,000
18,000
13,500
12,000
20,000
12,500

新 　 井
古 　 仲
伊 閑 町
閑 　 野
戸 　 倉
鎌 田 �
鎌 田 �
鎌 田 �
鎌 田 �
鎌 田 �
計

29,500
29,000
24,500
9,000
29,000
37,000
42,500
41,000
49,500
45,500
913,100

金　額 地　区 金　額 地　区 金　額

地 区 義 援 金
(組長さんが戸別訪問で受付けたもの) （単位：円）

個人・団体等義援金
(窓口で受付けたもの) （単位：円）

※金額に関係なく、ご協力いただきました方すべて掲載させていただきましたので、
ご了解をお願いします。

募 金 実 績 額

地 区 募 金 額 地 区 募 金 額 地 区 募 金 額

須 賀 川

御 座 入

菅 　 沼

築 　 地

下 　 平

摺 　 渕

幡 　 谷

鍛 治 屋

栃 久 保

登 　 戸

山 　 崎

48,000

27,000

15,500

16,500

26,500

29,500

16,000

20,000

16,000

45,000

20,500

栗 　 生

針 　 山

下 小 川

中 　 井

穴 　 沢

上 小 川

太 　 田

細 工 屋

阿 　 村

上 　 而

中 　 里

12,500

8,000

21,500

23,500

22,000

34,000

18,000

13,500

11,500

20,500

12,500

新 　 井

古 　 仲

伊 閑 町

閑 　 野

戸 　 倉

鎌 田 �

鎌 田 �

鎌 田 �

鎌 田 �

鎌 田 �

計

29,500

28,000

24,500

9,000

28,500

35,000

42,000

31,500

28,000

48,500

782,500

（単位：円）

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�
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晩
秋
の
武
尊
高
原
を
訪
ね
る
と
、

人
な
つ
こ
い
笑
顔
の
大
竹
さ
ん
が
、

出
迎
え
て
く
れ
た
。

「
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
植
え
た
ん
だ

よ
」
と
、
工
房
横
の
野
外
展
示
場
を

案
内
し
て
く
れ
た
。
二
反
は
あ
る
と

い
う
林
の
中
を
歩
い
て
い
く
と
、
作

品
展
示
用
の
置
き
台
と
、
自
作
の
パ

ネ
ル
が
展
示
を
終
え
て
、
木
々
の
中

で
た
た
ず
ん
で
い
た
。

大
竹
さ
ん
は
、
昭
和
十
八
年
に
菅

沼
で
生
ま
れ
た
。
電
気
関
係
の
仕
事

を
し
た
後
、
転
機
が
あ
り
埼
玉
で
理

容
の
道
へ
進
む
。
陶
芸
と
の
出
会
い

は
益
子
の
友
人
宅
へ
行
っ
た
際
、
知

り
合
い
の
所
で
粘
土
い
じ
り
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
昭
和

四
十
七
年
頃
か
ら
田
代
の
石
仏
の
詩

を
作
っ
て
い
た
の
で
、
詩
を
焼
き
物

に
書
い
た
ら
ど
う
か
な
と
思
い
、
床

屋
の
休
み
を
使
っ
て
埼
玉
の
自
宅
か

ら
益
子
通
い
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
六

十
二
年
か
ら
は
岐
阜
県
多
治
見
市
の

陶
芸
家
に
師
事
。
平
成
三
年
、
尾
瀬

花
咲
工
房
を
作
っ
た
。

平
成
八
年
住
居
を
花
咲
に
移
し
、

本
格
的
に
陶
作
を
始
め
る
。
現
在
年

間
四
・
五
回
の
村
内
個
展
と
県
外
出

張
個
展
を
開
い
て
い
る
。
青
森
に
は

二
年
続
け
て
行
っ
た
。
来
年
か
ら
は

新
潟
か
福
島
で
開
き
た
い
と
言
う
。

屋
内
展
示
場
を
作
り
た
い
と
張
り

切
っ
て
い
る
大
竹
さ
ん
の
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

童
心
（
大
竹
豊
）
さ
ん

花
咲
（
陶
芸
家
）

今
月
の
匠

先
日
、
劇
団
東
京
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ

ル
シ
ョ
ー
の
〝
そ
の
人
・
女
優
〞
の

最
終
公
演
が
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

で
公
開
さ
れ
た
。

東
京
を
主
に
全
国
公
演
を
続
け
て

い
る
こ
の
劇
団
の
座
長
の
佐
藤
Ｂ
作

さ
ん
は
、
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
撰
組
に

も
出
演
中
で
す
。

こ
の
劇
の
出
演
者
の
一
人
に
、
沼

田
市
出
身
の
石
井
愃
一
さ
ん
が
い

る
。
彼
は
沼
高
を
卒
業
す
る
と
上
京

し
て
、
フ
ウ
テ
ン
の
寅
さ
ん
こ
と
渥

美
清
に
弟
子
入
り
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ

の
最
初
の
作
品
に
出
演
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
劇
団
の
創
立
に
と
も

な
い
参
加
。
Ｂ
作
さ
ん
と
と
も
に
こ

の
劇
団
を
大
き
く
育
て
あ
げ
た
。

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
や
、
劇
団
の
公

演
な
ど
、
充
実
し
た
幅
広
い
演
技
で
、

コ
ミ
カ
ル
な
役
か
ら
、
重
厚
な
役
な

ど
、
様
ざ
ま
な
役
で
活
躍
し
て
い
る
。

私
は
愃
一
さ
ん
の
今
は
亡
き
長
兄

と
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

縁
で
愃
一
さ
ん
は
小
学
生
時
代
か
ら

よ
く
知
っ
て
い
る
。
上
京
す
る
時
、

必
ず
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
人

に
な
り
ま
す
。
と
私
に
語
っ
て
い
た

が
、
本
当
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

片
品
公
演
で
の
彼
の
舞
台
を
私
は
胸

一
杯
の
熱
い
思
い
で
見
つ
め
た
。

公
演
の
翌
日
東
京
へ
帰
る
途
中
、

沼
田
市
や
前
橋
に
住
ん
で
い
る
、
兄

弟
姉
妹
の
人
達
と
挨
拶
に
寄
っ
て
く

れ
た
。

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
千
明
政
夫
）

⑨

増え続ける医療費
大切に使いましょう

人口の高齢化や医療技術の進歩により医療
費が年々増え続けています。このまま増え続
けると医療費財政がパンクしてしまいます。
医療費財政が苦しくなれば保険税や自己負担
金の値上がり等、お年寄りはもちろん若い世
代の人の生活にも大きく影響してきます。
生活水準が上がったことにより、病気の種

類も変わってきています。糖尿病やガンなど
の生活習慣病の増加が医療費を押し上げてい
ます。
医療費を抑えるためには、病気になってか

ら考えるのではなく、病気にならないように
日ごろから自分の生活を考えましょう。健康
で元気に長生きしている人は次のことに心が
けています。
①食事は一日三回規則正しくとる
②食事はよくかんで食べる
③野菜や果物など食物繊維をとる
④たばこは吸わない
⑤新聞やテレビから情報を得る
⑥趣味を持ち気分転換できる
⑦家に閉じこもらないで外出をよくする
⑧就寝・起床時間が決まっている
⑨信頼できるかかりつけ医をもっている
健康で楽しい人生が送れるように、一人ひ

とりが健康に心掛けましょう。

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

片
品
公
演
の
石
井
愃け

ん

一い
ち

さ
ん

文化センターロビーでくつろぐ石井さん

自作の詩の前で

▲野外展示場

▼存在感のある作品
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Key words: キーワード：
reach 到達する　　　culture 文化　　countdown 秒読みする
hug 抱きしめる　　fireworks 花火　　whatever どんな…でも
ring in 鐘をならして歓迎する　　joy よろこび

We have already reached the end of 2004!
早いもので、もう12月です。
Different cultures celebrate the New Year in

different ways.
国によって新年の祝い方が違います。
In the United States, we go to big parties on December 31.
アメリカでは大晦日に大きな集会に出かけます。
We have a countdown until midnight, and then we drink
champagne and hug and kiss our friends and family. 
午前０時までカウントダウンをします。それから、シャンペンを飲んで
友達や家族と抱き合ったりキスしたりします。
We can usually see big fireworks shows on that night, too.
大きな花火も打ち上げられます。
The party can last all night, and then we rest the next day.  
その集まりは一晩中続きます。そして翌日は休みます。
In Japan, most of the celebrating takes place in the first three
days of January. 
日本では新年のお祝い事は１月の三が日に行なわれます。
I hope that whatever you do to ring in the New Year, 2005 will
bring you great joy! 
どのような形で新年を祝うとしても、2005年が皆さんにとって素晴ら
しい年になりますように！

Happy New Year! よいお年を！☆成人式
☆子育連関係
・郡子ども会上毛かるた大会
（昭和村会場）

☆体育関係
・小学生スキー大会

☆学校関係
・冬季休業日（前期）
・小中学校始業式
・明神小との交歓会

◇片小
・校内書き初め大会
・ＰＴＡ役員会

◇北小
・書き初め大会
・スキー教室（１～３年）
・尾瀬花かるた大会

◇南小
・書き初め大会

◇武尊根小
・書き初め大会
・校内スキー教室

◇片中
・県総体スキー大会壮行会
・県総体中学スキー大会
・地域ふれあい書き初め大会
・実力テスト
・一日公開参観日
・ＰＴＡ本部役員会
・冬季休業日（後期）

９日（日）

30日

29日

～７日
11日

25～27日

11日
12日

11日
28日
21日

11日

11日
26日

14日
16～18日

17日
18日
21日
21日

28日～

１月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
十
一
月
俳
句
会

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

介
護
終
へ
空
し
き
日
日
や
木
の
葉
散
る

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

天
災
の
か
な
し
き
ニ
ュ
ー
ス
冬
に
入
る

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

ほ
ほ
づ
き
や
提
灯
連
ね
草
の
中

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

揃
は
ざ
る
子
ら
の
歌
声
十
日
夜

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

頬
白
の
ゆ
れ
て
啄
む
枯
尾
花

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

錦
秋
や
湖
に
釣
舟
絵
と
な
り
て

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

桐
一
葉
花
い
ち
も
ん
め
の
桐
の
下
駄

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

霜
降
や
二
才
児
耐
え
て
生
還
す

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

紅
葉
の
波
に
乗
り
出
す
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

音
た
て
て
木
の
葉
の
走
る
な
な
め
坂

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

水
底
に
眠
る
が
如
き
銀
杏
の
葉

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

ざ
く
ざ
く
と
霜
立
朝
や
旅
衣

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

台
風
の
そ
れ
て
満
月
農
の
秋

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

垣
越
え
て
咲
く
冬
バ
ラ
に
元
気
貰
ふ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

さ
わ
や
か
に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
汗
光
る

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

吾
影
を
長
く
の
ば
し
て
秋
暮
る
る

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

句
を
作
る
少
年
の
瞳
や
落
葉
追
ふ

片
品
中
学
校
文
化
祭
　
俳
句
教
室

一
年
　
　
　
松
浦
あ
す
み

蟋
蟀
は
夜
の
き
れ
い
な
子
守
歌

二
年
　
　
　
矢
内
　
直
紀

秋
探
し
自
分
の
心
に
あ
る
と
知
る

二
年
　
　
　
大
橋
　
　
光

稲
刈
り
に
い
ま
か
い
ま
か
と
ま
ち
ぼ

う
け

三
年
　
　
　
金
子
　
優
美

あ
な
た
と
一
緒
に
い
た
い
最
後
の
夏

三
年
　
　
　
千
明
万
紀
子

冬
近
し
人
の
ぬ
く
も
り
な
つ
か
し
む

三
年
　
　
　
吉
野
　
裕
美

猫
の
恋
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
ら
れ
た
ら

三
年
　
　
　
荒
木
　
一
輝

美
し
く
海
に
う
つ
り
し
蜃
気
楼

三
年
　
　
　
星
野
　
智
昭

秋
の
恋
君
と
見
つ
め
た
月
見
空

講
師
　
　
　
星
野
　
光
子

母
校
の
子
声
の
は
じ
け
て
文
化
の
日

講
師
　
　
　
千
明
　
政
夫

十
六
の
瞳
輝
く
紅
葉
句
座



十
一
月
十
四
日
（
日
）
役
場
二
階

に
お
い
て
東
部
防
火
協
会
防
火
ポ
ス

タ
―
コ
ン
ク
―
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、「
火
は
消
し
た
　
い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て
」
の
標
語
に
あ
っ
た
す

ば
ら
し
い
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
作
品（
防
火
ポ
ス
タ
―
作
品
）

入
澤
　
美
希
（
片
中
二
年
）

村
　
長
　
賞

入
澤
　
達
郎
（
片
小
四
年
）

梅
澤
　
鈴
香
（
北
小
二
年
）

入
澤
　
美
希
（
片
中
二
年
）

議
　
長
　
賞

永
井
　
泰
樹
（
南
小
一
年
）

萩
原
　
梨
名
（
北
小
六
年
）

星
野
　
瑞
歩
（
片
中
二
年
）

教
育
長
賞

星
野
和
華
子
（
武
尊
根
小
三
年
）

星
野
　
　
潤
（
片
小
六
年
）

金
子
　
雅
和
（
片
中
三
年
）

会
　
長
　
賞

金
子
　
朋
樹
（
片
小
三
年
）

羽
田
芽
ぐ
み
（
北
小
五
年
）

星
野
　
仁
美
（
片
中
三
年
）

署
　
長
　
賞

金
子
　
卓
矢
（
片
小
六
年
）

歸
山
　
　
陸
（
北
小
一
年
）

萩
原
　
　
萌
（
片
中
二
年
）

優
　
秀
　
賞

三
浦
　
　
歩
（
武
尊
根
小
六
年
）

戸
丸
　
雅
道
（
南
小
六
年
）

小
須
田
菜
緒
（
片
小
六
年
）

歸
山
　
駿
斗
（
北
小
四
年
）

吉
野
由
希
子
（
片
中
二
年
）

努
　
力
　
賞

千
明
大
士
郎
（
武
尊
根
小
五
年
）

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
六
年
）

星
野
　
佳
太
（
片
小
六
年
）

小
林
　
伊
織
（
北
小
四
年
）

佳
　
　
　
作

星
野
　
　
隼
（
武
尊
根
小
一
年
）

戸
丸
　
有
沙
（
南
小
四
年
）

石
倉
智
枝
里
（
片
小
五
年
）

星
野
　
七
菜
（
北
小
五
年
）

十
一
月
二
十
一
日
（
日
）
佐
波
郡

東
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
第
一

回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

（
参
加
チ
ー
ム
は
高
校
生
以
下
十
五

人
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。）
群
馬

県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
を
含

む
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の

練
習
成
果
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、
大
白
祭
り

前
夜
祭
で
本
番
を
想
定
し
て
の
演
奏

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
激
励
を
受
け
て

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も
三

位
内
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
初
め
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
刺
激

を
受
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
に
片
品
村
で
第

六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
、
み
ん
な
に

親
し
ま
れ
、
片
品
村
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

大
会
の
テ
ー
マ
（
愛
称
）、
ス
ロ
ー

ガ
ン
（
標
語
）、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
事

項
及
び
全
戸
配
布
の
募
集
要
項
を
ご

覧
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
（
愛
称
）】

こ
の
大
会
の
愛
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
。「
国
体
」
の
言
葉
を
必
ず

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
標
語
）】

こ
の
大
会
の
趣
旨
や
目
的
を
簡
単
に

表
現
す
る
言
葉
。

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
】

こ
の
大
会
を
象
徴
す
る
マ
ー
ク
。
国

体
マ
ー
ク
か
、
国
体
マ
ー
ク
の
入
る

位
置
や
大
き
さ
を
示
す
○
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

平
成
十
七
年
十
一
月
十
日
（
水
）

〜
十
二
月
二
十
四
日
（
金
）

（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

【
応
募
先
・
問
い
合
せ
先
】

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
―
１
―
１

第
６
１
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
群
馬
県
実
行
委
員
会

事
務
局

電
話
1
０
２
７-

２
２
６-

４
７
４
２

片
品
村
国
体
事
務
局

1
５
８-

２
１
４
３

広報かたしな H16. 12

12

片
品
村
で
開
催
さ
れ
る
第
五
十
四

回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
候

補
選
手
な
ら
び
に
補
助
員
と
し
て
参

加
す
る
方
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月

は
尾
瀬
高
等
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。

片
品
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
控
え
、
尾

瀬
高
ス
キ
ー
部
は
厳
し
い
練
習
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
脚
が
上
が
ら

第
五
十
四
回
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
ス
キ
ー
大
会
参
加

生
徒
の
紹
介
国
体
事
務
局

第
六
十
一
回

ス
キ
ー
国
体
の
テ
ー

マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

防
火
ポ
ス
タ
―
コ
ン
ク
―
ル
入
賞
者
表
彰

尾
瀬
太
鼓
（
愛
好
会
）

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

に
参
加

表彰式の様子

尾瀬高スキー部の皆さん



な
く
な
る
ま
で
走
っ
た
イ
ン
タ
ー
バ

ル
、
自
身
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
信
じ

て
続
け
た
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
走
り
き
っ
た
と
き
は
倒
れ
て
口

も
き
け
な
か
っ
た
山
岳
走
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
練
習
を
真
剣
に
、
丁
寧
に
こ

な
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
厳
し
い

練
習
を
乗
り
越
え
て
き
た
自
信
を
胸

に
、
い
よ
い
よ
雪
上
練
習
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
地
元
開
催

と
い
う
、
選
手
達
が
活
躍
す
る
の
に

絶
好
の
舞
台
を
整
え
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
た
ち
を
励
ま

し
、
見
守
り
、
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
を
立
派
な
花
で
飾
れ
る
よ
う
選

手
一
人
一
人
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
三
年
　
山
崎
　
翔
太
】

今
年
は
地
元
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
出
場
で
き
な
か
っ
た
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
思
い
を
ぶ
つ
け
、
地
元

片
品
で
大
活
躍
し
た
い
で
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
三
年
　
星
野
　
雄
一
】

夏
の
合
宿
を
乗
り
越
え
、
精
神
的

に
も
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
今
年
は

地
元
片
品
で
の
開
催
な
の
で
、
地
元

人
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
成
績
を
出
し

た
い
で
す
。
自
分
に
と
っ
て
も
ビ
ッ

ク
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
の
で
、
お
お

い
に
こ
の
大
会
を
楽
し
み
た
い
。

【
ア
ル
ペ
ン
三
年
　
根
岸
　
健
吾
】

私
は
昨
シ
ー
ズ
ン
全
く
結
果
を
出

す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
、
今
年
は

陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は

そ
れ
を
自
信
に
大
会
に
臨
み
た
い
。

【
ア
ル
ペ
ン
二
年
　
星
野
　
裕
亮
】

昨
年
は
脚
の
怪
我
が
あ
り
、
大
会

で
は
良
い
成
績
が
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
は
片
品
村
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
が
あ
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

使
用
す
る
コ
ー
ス
で
た
く
さ
ん
練
習

が
出
来
ま
す
。
自
分
の
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
精
一
杯
悔
い
の
な

い
レ
ー
ス
を
し
た
い
で
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
一
年
　
星
野
　
義
明
】

今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
地
元
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
場

枠
も
増
え
、
一
年
生
の
私
に
も
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
た
い
で
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
一
年
　
菅
谷
　
一
平
】

ま
だ
ア
ル
ペ
ン
を
初
め
て
間
も
な

い
け
れ
ど
、
毎
日
や
っ
て
き
た
練
習

の
成
果
を
雪
上
で
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
良
い
成
績
を
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
一
年
　
品
川
　
裕
康
】

私
は
前
橋
か
ら
尾
瀬
高
に
来
て
ま

だ
一
年
目
で
す
。
ス
キ
ー
も
始
め
て

間
も
な
い
の
で
先
輩
達
に
比
べ
る
と

技
術
面
も
体
力
面
も
差
が
あ
り
ま
し

た
が
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
も
常

に
向
上
心
を
持
っ
て
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
片
品
に
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
が
来
る
の
で
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
三
年
　
萩
原
　
和
樹
】

昨
年
度
は
北
海
道
、
新
潟
な
ど
の

強
豪
に
あ
と
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
、
今
年
こ
そ
積
み
上
げ

て
き
た
合
宿
や
練
習
の
成
果
を
出
し

切
り
、
入
賞
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
三
年
　
星
野
　
文
啓
】

自
分
の
力
を
全
て
出
し
切
り
、
思

い
っ
き
り
大
会
を
楽
し
ん
で
き
た

い
。
ど
ん
な
時
も
攻
め
の
姿
勢
で
自

分
の
ス
タ
イ
ル
全
開
で
臨
み
た
い
。

【
ク
ロ
カ
ン
二
年
　
星
野
　
竜
一
】

今
年
は
た
く
さ
ん
の
厳
し
い
合
宿

を
乗
越
え
て
き
た
の
で
、
昨
年
よ
り

さ
ら
に
体
力
、
技
術
と
も
に
向
上
し

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
体
調

を
万
全
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
臨

み
た
い
で
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
二
年
　
笠
原
　
義
貴
】

体
調
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
く
、

練
習
が
あ
ま
り
出
来
な
か
っ
た
。
精

神
的
に
強
く
な
っ
て
自
分
ら
し
い
滑

り
を
し
た
い
。

【
ク
ロ
カ
ン
二
年
　
星
野
　
悠
介
】

今
年
は
夏
合
宿
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
他
の
人
と
の
差
が
開
い
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
生
に
一
度

の
地
元
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
の
で

良
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
す
る
。

【
ク
ロ
カ
ン
一
年
　
黒
岩
　
紳
哉
】

私
は
嬬
恋
村
か
ら
ス
キ
ー
で
強
く

な
る
た
め
に
尾
瀬
高
校
に
来
ま
し

た
。
片
品
村
に
来
て
、
慣
れ
な
い
環

境
の
中
、
夏
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
乗
越
え
て
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
自
分
の
納
得
の
い
く
滑
り
を
し
、

持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
三
年
　
星
野
　
香
織
】

頑
張
り
ま
す
！
開
催
地
が
群
馬
と

い
う
こ
と
な
の
で
全
力
を
出
し
切
り

た
い
で
す
。
前
に
い
る
選
手
を
一
人

で
も
多
く
抜
き
た
い
で
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
補
助
員
二
年
　
星
野
　
菜
穂
】

小
さ
い
頃
か
ら
ス
キ
ー
を
し
て
い

た
せ
い
か
、
私
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は

身
近
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
が
楽
し
み
で
す
。
今
回
は
司

会
と
い
う
大
役
を
任
せ
ら
れ
、
多
少

不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
く
わ
く

も
し
て
い
ま
す
。
本
番
は
落
ち
着
い

て
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

【
補
助
員
一
年
　
星
野
　
摩
衣
】

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
当
日
、
私
は
放
送

係
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ス
キ
ー

に
は
あ
ま
り
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う
レ
ベ

ル
の
高
い
大
会
を
見
ら
れ
る
の
で
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
選
手
の
方
々
が

気
持
ち
よ
く
競
技
で
き
る
よ
う
に
補

助
員
と
し
て
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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工業統計調査ご協力を
「工業統計調査」が平成16年12月31日現

在で全国一斉に実施されます。この調査は製
造業を営む事業所を対象に、１年間の生産活
動を伴う製造品の出荷額、原材料使用額など
を調査し、製造業の実態を明らかにすること
を目的としています。調査結果は各種行政施
策の重要な基礎資料として、また、小・中・
高等学校の教材など、広く利用されています。
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二
〇
〇
五
年
二
月
四
日
〜
二
月
六

日
花
の
谷
公
園
（
役
場
北
側
）
に
お

い
て
、「
か
た
し
な
冬
ま
つ
り
」
ス

ノ
ー
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
雪
像
コ

ン
テ
ス
ト
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
参

加
作
品
を
大
募
集
い
た
し
ま
す
。

腕
に
自
信
の
あ
る
方
、
試
し
て
み

た
い
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

尚
、
申
込
み
締
め
切
り
は
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

村
民
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
問
い
合
せ
先

片
品
村
観
光
協
会

イ
ベ
ン
ト
委
員
会
事
務
局

1
５
８
‐
３
２
２
２
　

か
た
し
な
冬
ま
つ
り

ス
ノ
ー
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
大
募
集
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平
成
十
七
年
度
の
保
育
所
入
所
申

込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

十
二
月
八
日(

水)

〜
十
二
月
二
十
五
日(

土)

・
平
　
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

・
土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
の

で
、
記
入
後
、
入
所
希
望
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
十
六
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

し
。(

後
日
、
提
出
し
て
下
さ
い
。)

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
就
学
前
の
児
童
。

②
摺
渕
へ
き
地
保
育
所
に
は
、
乳
児

室
、
ほ
ふ
く
室
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

乳
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
片
品
保
育

所
、
片
品
北
保
育
所
、
片
品
南
保
育

所
の
み
で
行
い
ま
す
。

③
平
成
十
六
年
度
か
ら
継
続
し
入
所

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】

・
平
　
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

・
土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

正
午

【
保
育
料
】

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得
税

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。(
年
齢
が

同
じ
で
も
、
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。)

〇
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
各

金
融
機
関
に
口
座
振
替
用
の
通
帳
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
取
扱
い
金
融
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
片
品
村
農
業
協
同
組
合

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※
保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て
児

童
の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。

す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の
家
族
で
両

親
の
暖
か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て
ら

れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
両
親
が
共
働
き
を
し
て

い
た
り
、
病
気
な
ど
に
か
か
っ
て
い

る
た
め
に
、
十
分
に
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保

育
所
は
、
こ
れ
ら
保
育
に
欠
け
る
児

童
を
両
親
に
代
わ
っ
て
保
護
養
育
す

る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〇
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な

く
、
家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査

し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
類
に

不
備
が
な
い
の
を
確
認
し
て
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
保
育
料
を
滞
納
さ

れ
て
い
る
方
は
、
す
べ
て
の
保
育
料

を
払
っ
た
後
に
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
住
民
課
窓
口
で
相
談
し
て
下
さ

い
。

保
育
所
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

二
十
四
日(

金)

ま
で
に

入
所
希
望
保
育
所
へ

施　設　名

片 品 保 育 所

片品北保育所

片品南保育所

摺渕へき地保育所

120

45

45

30

58-3172

58-7530

58-2684

58-3984

定員 電　話

群
馬
県
沼
田
合
同
庁
舎
が
移
転
し
ま
す

▽
住
　
所
‥
〒
三
七
八
―
〇
〇
三
一
　
沼
田
市
薄
根
町
四
四
一
二

▽
連
絡
先
‥
各
地
域
機
関
と
も
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
供
用
開
始
日
（
順
次
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
‥
沼
田
行
政
事
務
所
総
務
経
済
部

電
　
話(

〇
二
七
八)

二
二
―
四
三
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
二
七
八)

二
四
―
三
三
〇
六

〈案内図〉 沼
田
行
政
事
務
所
総
務
経
済
部

沼

田

行

政

事

務

所

県

税

部

沼

田

行

政

事

務

所

森

林

部

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
企
画
福
祉
部

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
部

利
根
農
業
総
合
事
務
所
農
政
総
務
部

利
根
農
業
総
合
事
務
所
経
営
普
及
部

利
根
農
業
総
合
事
務
所
家
畜
保
健
衛
生
部

利
根
農
業
総
合
事
務
所
農
村
整
備
部

沼

田

土

木

事

務

所

利

根

教

育

事

務

所

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
七
年
　
一
月
　
　
四
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

平
成
十
七
年
　
三
月
中
旬

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日

地
　
域
　
機
　
関
　
名

供

用

開

始

日

�������������������������������
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県
民
福
祉
講
座

「
〜
出
会
い
・
つ
な
が
り
〜
」

●
「
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
」

期
日

平
成
十
七
年
一
月
二
十
二
日

（
土
）

講
師

山
根
基
世
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

●
「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
『
子
育
て
の

時
間
』
か
ら
」

期
日

平
成
十
七
年
一
月
二
十
九
日

（
土
）

講
師

池
本
美
香
（
日
本
総
合
研
究

所
主
任
研
究
員
）

●
「
落
語
に
学
ぶ
家
族
の
絆
」

期
日

平
成
十
七
年
二
月
五
日
（
土
）

講
師

武
藤
洋
一
（
上
毛
新
聞
社
編

集
局
長
）

い
ず
れ
も

時
間

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三

十
分

会
場

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

８
階
大
ホ
ー
ル

(

Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
徒
歩
五
分
）

前
橋
市
新
前
橋
町
一
三
の
一
二

定
員

三
〇
〇
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
期
限

各
講
座
と
も
開
催
日
の

一
週
間
前
ま
で

申
し
込
み
方
法

氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
記
入
し
て

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
参
加
不
可
能
の
場
合
の
み
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
可

（kensyu@
g-shakyo.or.jp

）

問
合
わ
せ
先

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
人
材
育

成
グ
ル
ー
プ

（
〒
３
７
１
・
８
５
２
５
　
前
橋
市

新
前
橋
町
一
三
の
一
二

電
話
　
０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
０

０Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
６
０

４
０今

年
も
狩
猟
解
禁
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

越
本
地
区
の
水
芭
蕉
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
に
お
い
て
左
記
の
通

り
ス
キ
ー
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
選
手
、
役
員
等

関
係
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
競
技

会
期
間
中
に
お
け
る
狩
猟
の
自
粛
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

の
強
化
練
習
も
左
記
の
期
間
中
、
同

コ
ー
ス
に
て
頻
繁
に
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
大
会
期
間
】

①
第
五
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

ー
大
会

平
成
十
七
年
二
月
五
日
（
土
）

〜
九
日
（
水
）

②
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会

平
成
十
八
年
二
月
十
九
日
（
日
）

〜
二
十
二
日
（
水
）

【
強
化
練
習
期
間
】

①
第
五
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

ー
大
会

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
（
火
）

〜
平
成
十
七
年
二
月
四
日
（
金
）

②
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
（
水
）

〜
平
成
十
八
年
二
月
十
八
日
（
土
）

越
本
地
区
狩
猟
自
粛
の
お
願
い

第54回
全国高等学校スキー大会

（Ｈ17.２.５～９）

まであと50日
（12月17日現在）
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利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

第
五
回
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は
講

習
終
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

日
時

平
成
十
七
年
一
月
十
六
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
正
午
ま
で
（
八
時
三
十

分
か
ら
受
付
開
始
）

場
所

中
央
消
防
署(

沼
田
市
高
橋
場)

悪
質
な
業
者
が
「
法
務
大
臣
の
許

可
し
た
債
権
回
収
会
社
」
の
名
前
を

か
た
っ
て
架
空
の
債
権
を
請
求
す
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
相
談
が
、
法
務

局
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
請

求
を
受
け
た
場
合
に
は
次
の
と
お
り

対
処
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
に

応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

脅
か
し
の
よ
う
な
文
句
が
あ
っ
て

も
、
慌
て
て
支
払
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い
っ
た
ん

支
払
う
と
、
取
り
戻
す
こ
と
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

二
　
悪
質
な
業
者
に
は
一
切
連
絡
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
電
話
番
号
等
の
個
人
情

報
を
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
た
と
え
業
者
側
か
ら
連
絡
が

あ
っ
て
も
、
名
前
、
住
所
、
電
話

番
号
、
勤
務
先
等
の
個
人
情
報
は

絶
対
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

三
　
請
求
の
は
が
き
、
封
書
、
電
子

メ
ー
ル
等
は
証
拠
と
し
て
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
請
求
が
何
度

に
も
わ
た
る
場
合
等
、
悪
質
な
場

合
に
は
、
犯
罪
に
当
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
請
求
書
等
は

念
の
た
め
保
管
し
て
お
い
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。

四
　
悪
質
な
取
り
立
て
を
受
け
た
と

き
に
は
、
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

五
　
裁
判
所
か
ら
呼
び
出
し
状
等
が

届
い
た
と
き
に
は
、
無
視
す
る
こ

と
な
く
、
速
や
か
に
異
議
申
し
立

て
を
し
ま
し
ょ
う
。

裁
判
所
か
ら
支
払
い
督
促
が
届

い
た
場
合
、
二
週
間
以
内
に
異
議

を
申
し
立
て
な
い
と
、
相
手
の
請

求
を
認
め
た
こ
と
に
な
り
、
支
払

い
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
覚
え
の
な
い
支
払
い
督
促

等
が
届
い
た
ら
、
裁
判
所
に
対
し
、

す
ぐ
に
異
議
申
立
て
の
手
続
き
を

と
り
ま
し
ょ
う

六
　
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債
権
回

収
会
社
が
、
担
当
者
の
連
絡
先
と

し
て
携
帯
電
話
の
番
号
を
指
定
し

た
り
、
回
収
金
の
振
込
先
を
個
人

名
義
の
口
座
と
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w
w
.m
oj.go.jp/K

A
N
B
O

U
/H
O
U
SE
I/chousa15.htm

1

」

に
は
、
相
談
・
情
報
の
あ
っ
た
架
空

請
求
業
者
名
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
が

許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
名
を
公
表

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

前
橋
地
方
法
務
局
沼
田
支
局

沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

中
退
共
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、

中
小
企
業
の
方
の
相
互
共
済
と
国
の

援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
国
の
制

度
で
す
。

中
退
共
済
制
度
の
特
色

▼
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
・
確

実
・
有
利
で
す
。

▼
敵
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実

態
に
あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
又
は
必
要

経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な
り
ま

す
。

▼
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企
業

間
を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通
算
が

で
き
ま
す

加
入
手
続
き

▼
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
、

押
印
の
う
え
お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
商
工
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

お
問
合
わ
せ
先

1
５
８
―
２
０
７
４

定
員三

十
名

申
込
場
所

も
よ
り
の
消
防
署
で
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
付
（
電

話
申
込
み
可
。
土
日
祭
日
も
受
付
け

ま
す
）

申
込
締
切

実
施
日
の
二
日
前(

金
曜
日)

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

中
央
消
防
署
　
1
二
四
―
一
七
三
四

東
消
防
署
　
　
1
五
六
―
二
三
〇
〇

西
消
防
署
　
　
1
六
四
―
〇
〇
〇
二

北
消
防
署
　
　
1
七
二
―
四
三
四
九

個
人
向
け
普
通
救
命

講
習
会
開
催

架
空
債
権
の
請
求
に

ご
注
意
下
さ
い

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）
に
加
入
し
て
従
業
員

の
退
職
金
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

と
　
き

平
成
十
六
年
十
二
月
十
五

日
（
水
）

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
　
　
　
　

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

と
こ
ろ

片
品
村
役
場
相
談
室

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
職
員
が
お

伺
い
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
臨
時

納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
例

○
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
い
。

○
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
加
入
期

間
の
確
認
を
し
た
い
。

（
年
金
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。）

そ
の
他
年
金
に
関
す
る
こ
と
。

お
問
い
合
わ
せ
は

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
　

国
民
年
金
課
　

1
０
２
７
９
―
２
２
―
１
６
１
１
　

国
民
年
金
保
険
料

臨
時
納
付
窓
口
開
設
の

お
知
ら
せ

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報
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小
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宏
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◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
八
人

十
月
二
十
日
〜
十
一
月
十
九
日

ゆ
　
　

い

ひ
　
　
よ
り

は
る
　
　
と

か
な
　
　
た

ゆ
う
　
　
き

ゆ
う
　
　
な

そ
う
　
　
ま

ひ
ょ
う
　
ご

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H15．12．３生）

倉田康美・由香さん（東小川）のお子さん

命名
和果「和」という漢字

を使いたかったの
で、名付けの本を何
冊か見て、この名前
を選びました。

思いやりのある女
性になってほしい
です。

の ど か

将来どんな人になってほしいですか

くん（H15．12．15生）

千明太彦・美弥子さん（築地）のお子さん

命名
航まず字画を見まし

た。そして、どんな
荒波にも負けないで
世の中を航っていけ
るようにと考えてつ
けました。

どんなに困難なこ
とがあっても挫ける
ことなく立ち向かっ
ていくような人にな
ってほしいです。そ
して、人の痛みが判
る優しい人になって
ほしいです。

わたる

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H15．12．15生）

小池明彦・知香さん（下平）のお子さん

命名
かりんお姉ちゃんが“さく

ら”で樹木の名前だ
ったので、妹も同じ
ように樹木の名前が
良いと思い、色々な
本で調べ響きのいい
“かりん”にしました。

元気で、長生き、
強くたくましく、幸
せな人になってほし
いです。お姉ちゃん
と仲良くしてほしい
です。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所
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12月18日（土）利根中央病院
19日（日）月夜野病院
24日（土）国立沼田病院
25日（日）沼田脳神経外科
30日（木）国立沼田病院
31日（金）沼田脳神経外科

１月１日（土）利根中央病院
２日（日）月夜野病院
３日（月）利根中央病院
８日（土）内田病院
９日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆

18

村　県　民　税　　第４期
国民健康保険税　　第９期
納期は12月27日（月）です

今月の�
  納期は�

No.102

星 野 美由紀　さん 東小川（18才）

ほし　 の　　 み　 ゆ　 き

広報かたしな H16. 12
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由
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○
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○
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弘

鎌
　
田

萩
　
原
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○
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香
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○
岸
　
田
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埼
玉
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梅
　
澤
　
貴
　
代

土
　
出

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
九
人

今
井
　
東
助
　
六
九
歳
　
下
　
平

星
野
安
太
郎
　
八
四
歳
　
摺
　
渕

星
野
　
俊
子
　
八
七
歳
　
東
小
川

千
明
　
ま
き
　
九
六
歳
　
東
小
川

三
浦
　
昭
彦
　
七
五
歳
　
幡
　
谷

千
明
　
ク
ニ
　
六
七
歳
　
築
　
地

井
上
　
光
利
　
七
二
歳
　
下
　
平

三
浦
せ
つ
子
　
五
二
歳
　
幡
　
谷

井
上
　
　
直
　
八
〇
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※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届
出

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■父：育司さん　母：正子さん
■職業は何ですか：家業のイタリアンレストランでウ
エイトレスをしています。

■趣味は何ですか：音楽を聴くことです。
■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：自然がキレイでお水、空気がおいしい。夜、たまに
動物の鳴き声が聞こえてきて、それが人間の悲鳴に
似ていたからびっくりでした。笑。動物がそばで一
緒に生きていると思うとなんとなくうれしいです。
遠くの山々が良く見えるところと夜空がきれいなと
ころが好きです。でも、夜真っ暗なのが少しさびし
く感じます。街灯が増えたらいいなと思います。こ
れからも自然を大切にしていきたいと思います。

■好きな異性のタイプ：優しい人。

年末年始各施設休業日

村内金融機関　12／31～１／３

役　　　　場　12／29～１／３

ミニ情報




